
分野別俯瞰報告書の主な作成プロセス

作成方法・計画の策定

俯瞰区分・研究開発領
域の設定各
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原稿執筆・報告書完成

研究開発の状況把握と
今後の方向性の検討

• 外部専門家との情報交換

• 情報収集（論文・参考資料、
学会参加など）

• 各種DBによるファクト分析
• CRDSメンバーによる議論（ユ

ニットミーティング、フェロー会
議等）

主な活動

イ
ン
プ
ッ
ト

• インタビュー：延べ２１５人
• WS等開催：６５回
• WS参加者：延べ８０８人
• 原稿執筆協力者：延べ５４０人

外部専門家の協力

（5分野の合計）
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参考資料３
第２回 基盤技術の推進の在り⽅に関する検討会

Ｈ２７．９．１６
補足資料

第３章 研究開発領域の記載例
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２０１５年版では計３５５の
研究開発領域を取り上げた



国際比較について

• フェーズ
基礎

基礎研究フェーズ：大学・国研などの基礎研究のレベル
現状

応用研究・開発フェーズ：研究・技術開発（プロトタイプのの開発含
む）のレベル

産業
産業化フェーズ：量産技術・製品展開力のレベル

• 現状
◎：他国に比べて顕著な活動・成果が見えている
○：ある程度の活動・成果が見えている
△：他国に比べて顕著な活動・成果が見えていない

×：特筆すべき活動・成果が見えていない

• トレンド
↗：上昇傾向 →：現状維持 ↘：下降傾向
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